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This article reports on university students’ opinions 
regarding activities to improve English, accuracy 
versus fluency, as well as high school English and 
university entrance examinations. Regarding 
activities to improve English, questionnaire 
comments from 104 Toyo University students show 
that while grammar and other exercises were most 
commonly found to be the most useful activity 
adopted to improve their English thus far, these 
students would most likely recommend listening 
activities to a friend. Further, English conversation 
was considered the most important activity. This 
reveals a gap between the analytic-heavy 
approaches to learning these students have 
undertaken and the experiential-heavy approaches 
they would ideally use, as outlined in Ogawa & 
Izumi (2015). Although accuracy was perceived to 
be more crucial than fluency, the main reason for 
both answer choices was understandability in 
communication. While the number of students who 
did not enjoy their English study at high school was 
equal to those who did, most students found their 
high school English studies to be useful for their 
university entrance examinations. Finally, 
incorporating students’ opinions is recommended 
for future research in this area. 
 
外国語キーワード：English Improvement Activities, 
Accuracy, Fluency, High School English, University 
Entrance Examinations 
 




























Sinthujaa, S. & Cement, R. (2014). The Dynamics of 
Second Language Confidence: Contact 
and Interaction. In S. Mercer & M. 
Williams (Eds.), Multiple Perspectives 
on the Self in SLA (pp. 23-40). Bristol: 
Multilingual Matters. 
Yang, N. D. (1999). The relationship between EFL 
learners’ beliefs and learning strategy 





Activities to Improve English, Accuracy versus 
Fluency, and High School English and University 
Entrance Examinations 
Erina Ogawa 
Faculty of Business Administration, Toyo 
University 
 
This article reports on university students’ opinions 
regarding activities to improve English, accuracy 
versus fluency, as well as high school English and 
university entrance examinations. Regarding 
activities to improve English, questionnaire 
comments from 104 Toyo University students show 
that while grammar and other exercises were most 
commonly found to be the most useful activity 
adopted to improve their English thus far, these 
students would most likely reco mend listening 
activities to a friend. Further, li  co versa ion 
was considered the most important activity. This 
reveals a gap between the analytic-heavy 
approaches to learning these students have 
undertaken and the experiential-heavy approaches 
they would ideally use, as outlined in Ogawa & 
Izumi (2015). Although accuracy was perceived to 
be more crucial than fluency, the main reason for 
both answer choices was understandability in 
communication. While the number of students who 
did not enjoy their English study at high school was 
equal to those who did, most students found their 
high school English studies to be useful for their 
university entrance examinations. Finally, 
incorporating students’ opinions is recommended 
for future research in this area. 
 
外国語キーワード：English Improvement Activities, 
Accuracy, Fluency, High School English, University 
Entrance Examinations 
 












































































































































































































































































































































































































































































































































7. 日常会話などのコミュニケーションを活かした授業がとても効率的でよかっ ７ 
8 音読・口に出して読むことが一番頭に入りました－８ 
9 リスニング－９ 
10. 音読・訳読 １０ 
1 英単語・英熟語・暗記・訳読－１１ 
2 訳読・文法の練習－１２ 
3 音 教科書を自分なりに訳す－１３ 
4 単語の暗記・見たとき聞くときになんとなく理解できるようになる－１４ 
5 英 長文の全文日本語訳をする。文法問題を解く－１５ 





















































































































5. 先生が す を注意深く聞くこと・読解問題を解く－５ 
6. 英文法の基礎をしっかり押さえて英文を数多く読んだことがとても役立ちました－６ 
7. 日常会話などのコミュニケーションを活かした授業がとても効率的でよかった－７ 
8. 音読・口に出して読むことが一番頭に入りま －８ 
9. リスニング－９ 
10. 音読・訳読－１０



















































































































































































あろう。また、討論の場で、‘ I don’t divorce 
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63. 間違っていても伝われば OK −５６
64. 正確でなくても通じるから−５７
65. 正しくなくてもニュアンスが伝わればいいから−６１
66. ちょっとくらい間違っても通じる−６４
67. なんとなく伝わればよい−６５
68. 会話を成り立たせるため−６６
69. 外国など実戦で使うときは流暢さの方が重要だと思います−６８
70. 身振り手振りできればある程度伝わるから−７７
71. 言いたいことが伝われば正確じゃなくてもいいと思うから−８５
72. 正しい発音で正しい単語を覚えればコミュニケーショ
ンの面では十分だと思う−８８
73. 正確ばかり求めては会話が成り立たないし英語力が伸びないから−９０
74. 文法などが正確すぎなくても外国の人に伝えようとしていることが
しっかりと話すことで伝わることがおおいので−９３
75. 人と話すときは文法は間違ってても伝われば良いと思うから。スラ
スラ話せるほうがいい−９６
76. 流暢な方が多少間違えても話す上でのテンポは悪くならないから−９９
「順序として、まずは流暢さが大事だから」
77. 流暢に話していれば徐々に正確さもついてきそうだから−２１
78. 流暢さを得るのには時間がかかると思うから−３２
79. 正確さは後で直せると思う−９８
80. 正確であることよりはより難しいから−１０２
その他
81. 正確さは 100％というのは難しすぎるから−３６
82. 日本語だって正確さなどはあまり気にしないから− ４１
83. 正確に読んだところで伝わらないイメージがある− ６７
理由なし
84. 「流暢さ」−３０
85. 「流暢さ」−４０
86. 「流暢さ」−５２
87. 「流暢さ」−７５
88. 「流暢さ」−８１両方
89. どちらも−２３
90. 両方−９２
(83) 高校で英語を勉強することは楽しかったですか。また、それはなぜ
ですか。
楽しかった
1. 楽しかった。単語のイメージとかを覚えるのが楽しかった−１
2. 楽しい。先生が面白かったから−３
3. みんなで英語の問題を解いたりしてたから楽しかった−４
4. 楽しかった。どんどん理解できるようになるのがわかったから−６
5. 楽しかったです。高校では英語の授業が一つだけではなく四つありま
した。それぞれの授業で色々なことを学ぶ事ができ、様々な方法で学べ
たので楽しかったです−８
6. 楽しかった。色々と知れた−９
7. 楽しかった。受験に向かってとても勉強できたから。高校の頃は夢が
あったから−１５
8. 思うように点数がとれたから−１７
9. 楽しかった。まあまあできていたから−２３
10. 楽しかった。一緒に勉強する人たちがよかったから− ２５
11. 楽しかった。新しいことをたくさん学べたから−２６
12. 楽しかった。いろんな話を読めたから−２８
13. わからないことだらけなりに楽しかった。先生が好きだったから−２９
14. 楽しかった（どちらかといえば）覚えれば覚えるほど成績に結果が反映される
から。けれど、これで本当の英語力になるのかと疑問に思ったこともあった−３１
15. 様々な多くの問題を解いていって自分で考えていく機会がたくさん
あって、英語力が上がっていきしかもとても楽しいものである−３３
16. 楽しい実際に外国の人と話すのは楽しいから−３６
17. 周りに帰国子女がたくさんいたのでその人たちの発音を聞いたりし
ていると楽しかった−３７
18. 楽しかった。教え方が非常に上手な先生だったから− ４１
19. 楽しかった。テストでいい点とれるから−４３
20. 洋画や洋楽が好きでその理解になったので楽しかった−４４
21. 楽しかったです−４５
22. まあまあ楽しかった。問題のパターンを暗記するだけでよかったから−４６
23. 楽しかった。英語が好きだから−４７
24. 楽しかった。英語の先生が楽しかった−５０
25. まあまあ楽しかった。先生が面白かったから−５１
26. 楽しかった。理解できたから−５７
27. 楽しい。自分の幅が広がる−５９
28. 楽しかった。できたから−６０
29. 楽しかった。先生が独特な人で面白かった−６５
30. 楽しかった。新しい言語を使えるようになるから− ６６
31. 楽しかった。先生がよかったから−７４
32. 楽しかった。ネイティブの先生の授業があったりしたから−７６
33. 少しだけ楽しかった。わからなかった英文が読めるようになったから−７８
34. 受験期は楽しかった。勉強した分成績が上がっていくさまがうれしかった−８０
35. 楽しかった。多くの本を使い課題を出され読んだため−８１
36. 楽しかった。先生が面白い先生で教え方も上手だった−８２
37. 楽しかったです。わかりやすかったからです−８４
38. 楽しかった。全然できないけど単純に好きだから− ８５
39. はい。自分の知らない言語をたくさん覚えることができるから−９３
40. とても楽しかった。英語が一番好きだった。自分が英語が好きだっ
たからかもしれない−９６
楽しくなかった
41. あまり楽しいとは言えない・一方的に話を聞くだけだったから−５
42. 高校２，３年になってからの授業は楽しくなかった。高校３年になっ
てからの授業は受験に向けた勉強だったので楽しくなかった−１０
43. 楽しくなかった。苦手分野だったから−１２
44. あまり楽しくなかった。教科書を和訳するか、英文法の練習問題をひたすら解
いていただけなのでリーディングはできるがスピーキングが上達していない−１３
45. 楽しくはなかった。文法や単語の量が果てしなく多いのでやる気が
あまりでなかったため−１６
46. 楽しくない。固い文法ばかりやっていたから−１８
47. そんなに楽しくない。授業がワンパターンだったから−２１
48. つまらなかった。会話というより受験英語だから− ２２
49. 楽しくなかった。苦手だったから−２７
50. 楽しくなかった。身につくものがなかった−３０
51. 特に楽しくはなかったが、周りにおいて行かれるのは嫌だったのである程度は勉強した−３２
52. 楽しくはなかったが他の科目（数学や化学）から相対的にみると好きであった−３５
53. 楽しくない。よくわからなかったから−３９
54. いいえ。退屈でつまらないから−４９
55. 楽しくなかった。文法問題ばかりやってきて話すチャンスあまりなかった−５２
56. 楽しくありませんでした。問題演習ばかりで自分の意見を英語で言
う方が好きだったので退屈だったから− ５３
57. 楽しくなかった。理解する前に先に進められたから− ５４
58. つまらなかった。先生の自己満足授業だった−５６
59. 高校時代は成績が悪かったので楽しくはなかった。しかし大学で英
語を勉強していくうちに自主的に TOICE に興味がでた−５８
60. つまらなかった。高校の授業では文法などが多くスピーキングが少なかったため−６１
61. 楽しくなかった。先生が好きではなかった−６２
62. 楽しくなかった。理解できなかったから−６３
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63. 楽しくない。実用的ではなかったから−６４
64. あまり楽しくなかった。進学校だったので受験対策が多かったから−６８
65. 楽しくなかった。苦手だったから−６９
66. 楽しくなかった。英語がしっかり理解できていなかったから−７０
67. いいえ。レベルが低すぎた−７１
68. それほど楽しくなかった。基礎ができていなかったので授業がよくわからなかったから−７２
69. いいえ−７７
70. 楽しくなかった。英語が嫌いだから−７９
71. あまり楽しくはなかった。難しかった−８７
72. あまり楽しくなかった。興味のない文章を読まされたり、難しい単
語を暗記するのはつらかった−８８
73. つまらなかった。先生が嫌いだったから−８９
74. 楽しくなかった。テキストを読むだけだったから− ９０
75. あまり楽しくなかった。丸暗記ばかりだったから− ９１
76. あまり楽しくなかった。座ってひたすら文法。みたいな授業だった−９４
77. 楽しくなかった。勉強量が多くついていけなかった− ９８
78. 全く楽しくなかった。意味が分からない点が多すぎたから−９９
79. 楽しくない。わからなかったため−１０１
80. いいえ。文法ばっかりだった−１０３
どちらとも言えない
81. どちらともいえない。英単語など覚えることが多くて億劫でした−２
82. どちらとも言えない。勉強させられすぎて大変だったから。でも理
解できるようになったから−３４
83. 普通−３８
84. とくに−５５
85. どちらでもない−６７
86. 普通だった。文法が難しいと感じたため−１０２
その他
87. 特に思い入れはなかった。英語の教師が産休・入院・退職ところこ
ろ変わったため−１４
(84) あなたが高校で受けた英語の授業は、大学入試にどのぐらい役に
立ったと思いますか。その理由は何ですか。
役に立った
1. 理解するのに役立った。教科書が英語だけでも読めた−１
2. 全てが役に立ったと思います。授業さえやっていればいいと思います−２
3. 結構役立った。長文の読み方をわかりやすく教えてくれた−３
4. 大学入試に向けて勉強していたから結構役立ったと思う−４
5. 役には立った。入試に向けた文法や読解の授業だったから−５
6. とても役立った。多くの英文に触れることができたから−６
7. 大いに役立った。受験対策の授業だったから−９
8. 高校の授業のリスニングは役に立った。毎日英語を聞くことが大切だから−１０
9. 入試に成功するくらい役に立った−１２
10. 大学入試か英語の文章を読むときぐらい−１３
11. ５割ぐらい。英語に触れる機会をふやしてくれたから−１４
12. 英文法などはそれなりに役立ったと思う−１６
13. ６．７割。解答を見つけやすかった−１８
14. まあまあ役立った。文法など細かい指導があったし、リスニングも
積極的に行われていたから−２１
15. 微妙に役立った。センターよくできなかったから− ２３
16. 役に立った。授業では基礎を学ぶし、対策もしてくれたから−２５
17. 役立った。大学入試で英語の試験は不安に思うことがあまりなかっ
たから。英語は高１のころから受験勉強をはじめたから−２６
18. 大学受験に一応対応できるくらいまでになったから比較的役に立った−２７
19. 役立った。文法をたくさんやってたから−２８
20. 入試には役に立ったと思う。なぜなら入試に照準をあわせた授業だったから−３１
21. かなり役立った。高校の授業は大学入試に向けての授業だったから−３２
22. 決まりきったパターンをしっかりと把握することが少し受験で良い
点数を取るために重要であるから−３３
23. かなり役に立ったと思う知識的にはかなり覚えたから−３４
24.100％役に立った。英語の授業は試験に向けた構成がされていた。また、
授業外の学校での活動（英語に特化した部活動）も役に立ったと思う−３５
25. 役に立った。長文読解に力を入れていたから−３６
26. 英語コースにいたので英語に関してはかなり勉強させられ受験にも
とても役立ちました−３７
27. 多少役に立った−３９
28. ちょっと−４０
29. 非常に役に立った。英語は得点源だったから−４１
30. 役に立ったと思う。より幅広い英語力が学べた−４３
31. ある程度。点を取るということに関して重点的に行われていたから−４４
32. そこそこ役立った−４７
33.だいぶ役立った。大学入試は基本が長文だったので高校の授業でやっ
ていることと同じだったから−５０
34.70％くらい。文法と単語・熟語は入試（センター）レベルだったが
長文は１ランク下のレベルの長文だったため−５１
35.100％役に立った。大学入試はほぼ文法問題だった− ５２
36. 大いに役立った。文法には自信があったのでそれが励みになった−５３
37. まあまあ役に立った。練習問題をたくさん解いたから−５４
38. ものすごくわかりやすかった−５７
39. 先生方は毎回わかりやすく授業をしてくださったのでとても役立ったと思う−５８
40. とても役に立った。文法や英文和訳ができるようになった−５９
41. かなり役立った。一度やってるから楽になったから− ６０
42. すこしは役立った。文法はテストでは必ず出たので習って損はなかった−６１
43. ある程度役に立った。多少の文なら理解できるから− ６３
44. わりと役に立った。単語の暗記や長文読解がメインだったため−６５
45.50％音読を多くやる授業だったので読むことに慣れた−６７
46. 英文の問題を毎回だしてくれたので英文読解に役立ちました−６８
47. ほとんど大学入試のためだった。リーディング中心でたくさんの文
章を読ませられたから−７４
48. とても役に立ったと思う。文法と長文が別々に分かれていたからた
くさん勉強できた−７６
49. センター対策とかは役立った−７７
50. 大いに役立った。受験対策がされていたから（ここ出るなど）−７８
51. まあまあ役立った。長文を多く読んだ−８１
52. 結構役に立ったと思う。大学入試の勉強の基礎にあるものは学校の
英語の授業だと思うから−８２
53. かなり役立った。英文を読み、理解できることにつながったからです−８４
54. 役に立った。入試でわかってなければダメなところをしっかり教え
てもらえたから−８５
55. 少しだけ。あまりちゃんとした授業をしていなかった−８７
56. とても役立ったと思う。ただし高校で受けた英語の授業はとても大
学入試に特化したものだった−８８
57.30％−８９
58. 半分くらい。文法をしっかり勉強するスタイルだったので基本的な
ことなら理解できた−９１
59. 半分ほど役立った。文法などを重視して教わったため語法の基礎が
少し安定したと思うから−９３
60. 役には立った。文法問題、長文問題は高校の授業を受けてないとわ
からないと思う−９８
61. まあまあ。結局自分でやったことの方が大学入試向けの勉強だったから−９９
62. 割と役に立ったと思う。筆記の授業が多かったから− １０２
役に立たなかった
63. あまり役立っていない。全ては自分で勉強したことが受験で通用したから−１５
64. あまり役に立たなかった。やった内容が浅かったから−２２
65. 思わない。教科書の内容理解が主だったから−２９
66. あまり役立っていない。英語の授業で学んだことは入試ででてこなかった−３０
67. あまり役立たなかった。結果が今の状態だから役に立ってはいないと思う−４６
68. 全く役に立たない。結果と受験レベルの相違が著しい−４９
69. あまり思わない。定期テストのための勉強になってしまうし、一度
やったことのある文などで暗記になってしまうから−５５
70. あまり役立たなかった。つまらなかった−５６
71. あまり役に立たなかった。和訳ばかりで点数には結びつかなかった−６２
72.60％予備校の方がよかった−６４
73. 役立たなかった。推薦入試だったから−６６
74. あまり役立っていない。教科書ベースだったから、教科書が終わっ
た後の入試に向けての授業の方が役立った−６９
75. あまり役に立たなかった。文法をあまり重視しなかったから−７０
76. 全く。レベルが低すぎた−７１
77. それほど役に立っていない。自分で勉強しなければわからないこと
が多かったから−７２
78. あんまり役立たなかった−７９
79. ほとんど役立ってない。自分で勉強したほうが理解しやすかった−８０
80. 全く役に立ってないと思う。テキストを読むだけだったから−９０
81. 役立たない−１０１
82. あまり役立たなかった。簡単な内容しかやらなかったから−１０３
その他
83. 文法中心だったから−１７
84. 大学受験では英語を使わなかった−９６
